
プロジェクトマネジメント学会2019年度春季研究発表大会プログラム第1日 （3月14日）　於：東洋大学白山キャンパス6号館 2階

時  間 第1会場 6219教室 第2会場 6210教室 第3会場 6201教室 第4会場 6202教室 第5会場 6203教室 第6会場 6204教室

9:00-

9:50-10:00

10:00-11:00

11:00-11:30

佐藤美一(日本アイ・ビー・エム) 佐藤靖嗣(ＮＴＴデータ) 三好元(日本電気) 小笠原秀人(千葉工業大学) 西中美和(総合研究大学院大学) 堀内俊幸(千葉工業大学)

11:30-11:50

1101
ＰＰＰマネジメントにおけるベネフィット
の考察
関口明彦(富士通クオリティ&ウィズダム)

1201
不採算プロジェクトの予兆検知におけるAI
活用の取り組み
常木翔太(日本電気株式会社)

1301
オフショア開発を成功へ導くプロジェクト
マネジメント手法～大規模プロジェクトで
のオフショア活用におけるQCD追及のメソッ
ド～
福吉尚太(株式会社富士通鹿児島インフォ
ネット)

1401
ポスト紛争期の復興支援プロジェクトにお
けるプロジェクトマネジメントの役割―ソ
ロモン諸島における開発援助プロジェクト
を事例として ―
高橋麻奈(名古屋大学)

1501
システム開発のグループ演習における組織
の管理パラダイムに応じた個人活動の評価
松永紋佳(静岡大学)

1601
オープンソースプロジェクトに対する確率
微分方程式モデルに基づく開発工数の非効
果的投入確率の推定
曽根寛喜(東京都市大学)

11:50-12:10

1102
ポートフォリオマネジメントと企業の事業
計画マネジメント
吉田憲正(株式会社エヌサイト)

1202
全社リスク審査－　運用の確立、これまで
の取り組み　－
鶴山登美子(株式会社NTTデータアイ)

1302
オフショア開発を成功に導くための品質確
保マネジメント
伊藤陽子(富士通株式会社)

1402
多国籍ITサービス・プロジェクト・マネー
ジャの特性と価値観に基づく考察
遠藤洋之(株式会社NTTデータ)

1502
法政大学「ＩＴＣケース研修」授業プロ
ジェクトの計画と実施の工夫
山戸昭三(法政大学)

1602
探索的テストの効果に関する定量的な調査
と考察
熊川一平(株式会社NTTデータ)

12:10-12:30

1103
巨大プロジェクトにおけるマトリクス型組
織の活用法
後藤清昭(日本アイ・ビー・エム株式会社)

1203
デジタル・トランスフォーメーションによ
るPMO活動の高度化
高田淳司(日本電気株式会社)

1303
オフショア開発における設計者・開発者間
の円滑なコミュニケーションの実現に向け
たSlackの活用
堀口琢磨(日本アイ・ビー・エム株式会社)

1403
IT紛争のケースをプロジェクトマネジメン
トの観点でひも解く(続編)～ビジネスアナ
リシス・スキルを磨く～
永谷裕子(株式会社アスカプランニング)

1503
PMの暗黙知の形式知化によるプロジェクト
成果の安定化
加島一男(ラウンドテーブルラーニング協
会)

1603
システム理論にもとづく事故分析
STAMP/CASTによるソフトウェアプロジェク
トでの心理的安全の改善
日下部茂(長崎県立大学)

12:30-13:45

金子英一 (日本アイ・ビー・エム) 花山亨(富士通) 若林裕二(日立製作所) 木野泰伸(筑波大学) 谷本茂明(千葉工業大学) 西中美和(総合研究大学院大学)

13:45-14:05

1104
大規模プロジェクトにおける運用工数の
「見える化」への取り組み
根本祐輔(富士通株式会社)

1204
プロジェクト組織と密着した、真のＰＭＯ
への変革活動
吉永誠司(NECソリューションイノベータ株
式会社)

1304
アプリケーション開発プロジェクトにおけ
る品質マネジメント事例
小川原陽子(日本アイ・ビー・エム株式会
社)

1404
新米国情報セキュリティ要件（NIST)の適用
に対する日米雇用慣習等の相違による日本
的PM（プロジェクト管理）の在り方
鈴木岩雄(放送大学)

1504
地域の起業家と連携した学生プロジェクト
立案支援コミュニティの形成
田中秀和(静岡大学)

1604
人工知能開発プロジェクトにおけるトラブ
ル分類体系の提案
渋谷岳人(楽天株式会社)

14:05-14:25

1105
プロジェクトマネジメントにおけるサービ
ス品質
加藤裕哉(コベルコシステム株式会社)

1205
要件定義フェイズにおけるプロジェクトマ
ネジメントの一考察
今泉貴則((株)日立社会情報サービス)

1305
工程着手前の事前評価による工程終了時の
品質評価の質を高める取組
城祐太朗(株式会社ＮＴＴデータ)

1405
オフショア・アジャイル開発を成功させる
方法― オフショア開発拡大，後工程の重大
問題回避，利用部門の満足度向上に向けた
抜本的な対策 ―
黒松秀明(富士通株式会社)

1505
サーバントリーダーのための協調的チーム
構築手法の提案～MEHモデルをベースにした
レゴシリアスプレイの適用～
森本千佳子(東京工科大学)

1605
機械学習エージェントを用いた量産販売型
製品開発プロジェクトのシミュレーション
林努(東京都市大学)

14:25-14:45

1106
リスク用語提示による情報セキュリティ監
査支援
佐藤直樹(大阪医科薬科大学)

1206
超上流のリスク低減活動による課題プロ
ジェクトへの取り組み
高谷幸一(日本電気株式会社)

1306
操作ログと業務重要度分析による効果的な
運用テストの実践
正司和寛(富士通株式会社)

1406
オフショア開発におけるプロジェクトマネ
ジメントのコツ～フィリピンにおける業務
経験を踏まえて～
丸谷和花(富士通株式会社)

1506
シニア層を対象とした学び直しプログラム
におけるPBL型科目
三好きよみ(産業技術大学院大学)

1606
ベイジアンネットワークを用いた環境不適
応要因の分析
関根晴矢(千葉工業大学)

14:45-15:05

1207
ステークホルダーの当事者意識を高めるコ
ミュニケーションのポイント
田村正人(富士通株式会社)

1307
レビューの量と質に着目した定量的品質管
理の手法 ― 試験仕様書の品質向上による
運用後不具合の抑制 ―
河村恵美(株式会社富士通ディフェンスシス
テムエンジニアリング)

1407
CVMSによるサービス評価モデルに関する研
究-航空事業における顧客動線フレームワー
クによる評価-
景山彩香(千葉大学)

1507
男子学生の恋活パーソナルプロジェクト～
第二報：行動計画実行フェーズ～
大城健一(千葉工業大学)

1607
小規模多数プロジェクトマネジメントに着
目した問題予兆検知の手法について
岩野雄輔(株式会社日立ソリューションズ・
クリエイト)

15:05-15:30

15:30-17:15

17:15-17:30

17:30-19:00

受 付 <6号館2階>

【開会挨拶】<6210教室>
関 哲朗 (プロジェクトマネジメント学会会長)

東洋大学　経営学部　経営学科　学科長　野中誠 様

休憩

【キーノート1】<6210教室>
デジタルトランスフォーメーション時代の未来を創るＷＡ（和）のプロジェクトマネジメント

中江　功 （富士通株式会社　エンタープライズビジネスグループ　ERPソリューション事業本部　戦略企画統括部　統括部長）

休憩

休憩
一般社団法人プロジェクトマネジメント学会平成31年度定時社員総会　<6218教室>

休憩・移動

【ネットワーキング(意見交換会)・学生研究発表賞表彰】 <8号館 地下1階 >

特別表彰：是澤輝昭 様，澤源太郎 様

名誉会長：大野治 様

フェロー：布川薫 様，橋本正明 様

功労賞：足立國功 様，押谷幸廣 様，真野さかえ 様

学会賞：上嶋裕和 様，星幸雄 様

PM実施賞本賞：山下徹 様

PM実施賞：日本アイ･ビー･エム株式会社 殿，株式会社日立製作所 ITプロダクツ統括本部 殿

PM実施賞奨励賞：住友電工情報システム株式会社 システムソリューション事業本部 殿

PM実施賞エクセレントパートナーシップ賞：（取得側）富国生命保険相互会社，フコク情報システム株式会社 殿

（供給側）株式会社日立製作所 金融ビジネスユニット 殿

【PM学会各賞の表彰・受賞者記念講演】 <6210教室>



プロジェクトマネジメント学会2019年度春季研究発表大会プログラム第1日 （3月15日）　於：東洋大学白山キャンパス6号館 2階

時  間 第1会場 6219教室 第2会場 6210教室 第3会場 6201教室 第4会場 6202教室 第5会場 6203教室 第6会場 6204教室

9:00-

10:00-11:00

11:00-11:30

西本伸夫(富士通ラーニングメディア) 堀賢志(日本電気) 遠藤洋之(ＮＴＴデータ) 木下実(日本アイ・ビー・エム) 大南正裕(日立製作所) 上野雅浩(富士通)

11:30-11:50

2108
クラウドシステム運用プロジェクトの観点
と工夫
大内昭洋(日本電気株式会社)

2208
国際規格 ISO 21500（プロジェクトマネジ
メントの手引）の導入を、企業側の立場で
考えてみる
榎本徹(新興プランテック株式会社)

2308
国際開発プロジェクトにおけるプロジェク
ト・パフォーマンスに関する考察　－ ICT
プロジェクト等のプロジェクト・パフォー
マンスの比較 －
貝増匡俊(神戸女子大学)

2408
今、日本のPMに求められるコンセプチュア
ルスキル
浦田有佳里(TIS株式会社)

2508
新人職員向けProject based learningの要
諦
宮田寛子(ＳＯＭＰＯシステムズ株式会社)

研究委員会セッション
2608
人工知能（AI）において過学習となる条件
に関する分析
梶山昌之(株式会社ワイハット)

11:50-12:10

2109
ハイブリッドクラウド構築でのリスクマネ
ジメント事例
齊藤和昭(日本電気株式会社)

2209
個人情報を取り扱う開発プロジェクトにお
けるPMOの役割
菅原将哉(日本アイ・ビー・エム株式会社)

2309
多国籍メンバーでの海外NGO支援プロジェク
ト事例
大津真一(日本アイ・ビー・エム株式会社)

2409
サーバントリーダーシップの実践と有用性
に関する考察
黒須則之(日本アイ・ビー・エム株式会社)

2509
新入社員に対するプロジェクトマネジメン
ト教育とキャリア形成の課題
古川夏帆(日本アイ・ビー・エム株式会社)

2609
メンタルヘルス研究会の紹介　～10年間の
歩みと成果～
小林雅史(株式会社NTTデータ)

12:10-12:30

2110
マルチベンダー体制でのOpenAPI基盤構築に
関する考察
曽我貴博(日本アイ・ビー・エム株式会社)

2310
日本人PMが海外環境下でパフォーマンスを
発揮するための考慮点
舟木将(日本アイ・ビー・エム株式会社)

2410
リーダーシップ教育でのe-ポートフォリオ
を活用した学生同士の振り返りの実践とそ
の効果
丸山智子(愛媛大学)

2510
擬似ミニプロジェクトに人件費を取り入れ
る
櫻澤智志(日本アイビーエム・ソリューショ
ン・サービス(株))

2610
ソーシャルＰＭ研究会の紹介 －街づくりプ
ロジェクトとソーシャル・プロジェクトマ
ネジメント－
山本智昭(NTTデータカスタマサービス株式
会社)

12:30-13:30

13:30-14:30

14:30-15:00

高田淳史(日本電気) 田村正人(富士通) 大津真一(日本アイ・ビー・エム) 小川 純平(日立製作所) 小林雅史(ＮＴＴデータ) 横山真一郎(神奈川大学)

15:00-15:20

2111
大規模システムの保守開発プロジェクトに
おけるトラブル未然防止に関する対策事例
迫佳志(日本アイ・ビー・エム株式会社)

2211
RPAと監査ツールの組み合わせによる監査業
務の効率化ついて
内田孝(株式会社NTTデータ)

2311
開発案件におけるオフショア適用領域拡大
の事例報告
西村剛(株式会社NTTデータ)

2411
時系列と行動プロセスに基づくプロジェク
ト振り返りのためのフレームワークの提案
梶浦正規((株)NTTデータユニバーシティ)

2511
情報学ソフトウェアエンジニアリング領域
における基準・知識体系と教育理論の考察
‐　ソフトウェア開発プロジェクトの知識
基盤として　-
吉田知加(文教大学)

2611
超回復を考慮した最適筋力トレ-ニング計画
伊藤弘道(鳥取大学)

15:20-15:40

2112
24時間稼働システムを守るSEの働き方改革
千葉嗣都(富士通株式会社)

2212
VR(Virtual Reality)によるドローン操縦の
実装　～実績ゼロ・ノウハウゼロのプロ
ジェクトマネジメント～
香川義博(日本アイ・ビー・エム株式会社)

2312
オフショア適用範囲の見極めと適用時の課
題に関する事例報告
渡邊亮(日本アイ・ビー・エム株式会社)

2412
開発現場のデジタル化による情報と技術の
標準化～人の「ふるまい」をデータ化する
取り組み～
荒木辰也(NECマネジメントパートナー株式
会社)

2512
プロジェクトマネージャのキャリアデザイ
ンに関する研究動向分析
一栁晶子(日本アイ・ビー・エム株式会社)

2612
リビングラボを中心とした R&I クラスター
の戦略的形成：学術研究都市における健康
関連の研究機関と産業の集積を目指して
都甲康至(九州大学)

15:40-16:00

2113
プロジェクトマネージャ教育施策効果の検
証
大南正裕(株式会社日立製作所)

2413
プロジェクト人材の流動化に対する効果的
ナレッジマネジメント
金井駿也(日本アイ・ビー・エム株式会社)

2513
PMロールのVisibility向上の施策について
熊坂裕美(日本アイ・ビー・エム株式会社)

2613
リスクマネジメント研修の事例紹介－リス
ク識別の観点にフォーカスしてー
黒木弘司(筑波大学)

休憩

【キーノート2】<6210教室>
新規ビジネス創出のためシテムデザイン・マネジメント

当麻 哲哉 （慶應義塾大学 大学院 大学院　システムデザイン・マネジメント研究科　教授）

【キーノート3】<6210教室>
テクノロジーの進化と働き方改革

行木 陽子 （日本アイ・ビーエム（株）グルーバル　ビジネス　サービス事業部　AI Competency Center　技術理事）

受 付 <6号館2階>

休憩

休憩


	2019春季（座長有）

